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緒 論
1929年 K Scharrerはハヤの一種 Phoxinus 
laevis において，視床下部の視束前核の細胞体が
Van Gieson染色に赤染する頼粒やコロイド状体を
含むことを見出し， ζの神経核領域の分泌性を想定 
した。以来 Sharrerおよびその協力者による広汎な
研究によって ζの現象は魚類から晴乳類の全般にわ
たって系統的に認められるに至り，無脊椎動物にお
ける同様の現象を含めて神経分泌と呼ばれるに至っ
た。殊K W. Bargmann (1949) が Gomori の 
Chromalaumhamatoxylin-Phloxin法(以下 CH-
P法と略す)を適用して以来，この神経分泌現象の
研究は急速な進歩を遂げた。
視床下部において神経分泌を営む神経核は晴乳
類，鳥類，腿虫類では視索上核と脳室芳核が知ら
れ，両生類，魚類ではこの両核は単一な視束前核と
なっている。乙れら神経分泌中枢で形成された分泌 
物の行方については CH-P法の応用によって証明が 
可能化されるようになった。
Bargmann R.よれば視床下部の神経分泌中枢で
作られた分泌物は軸索泊いに脳下垂体後葉に達する
と~\う。一方 Edinger (1911)や Collin(1924) 
は脳下垂体後葉のホルモンが求心性K視床下部氏達
するという全く逆の移動を考えていたが，今日種々
の動物による下垂体茎切断や脳下垂体刻出実験を含
む数多くの研究によって Bargmannの考察が正し 
いとみる傾向になっている。
なお， CH-P法に陽性に染出される物質K，Her-
ring (1908)によって見出されたいわゆる Herring
小体がある。乙の無構造の頼粒状物質は脳下垂体K
れているが，乙の物質が如何にして何処から形成さ
れるのか詳細な点になると未だ種々の問題があり， 
Mullerのように CH-P法に選択的染色性のある物 
質をそのまま神経分泌物の導出されたものと解する 
傾向に反対する向きもある。
Muller (1957)は頭蓋内に空聞を要求するような
過程が生じた際，下垂体茎部に機械的な，あるいは
循環障害による壊死が起こると述べ，その際 CH-P
法や Aldehyd-Fuchsin法(以下 A-F法と略す〉に
よって Herring小体に幾分か似た形をし，一部神
経線維およびその破壊された残存物を含む物質を証
明した。 
ζ 乙において私は Mullerの見解に従って，頭蓋
内腫湯症例における視床下部の組織切片(パラフイ
ン切片および凍結切片)を作製し，.これに CH-P染色
を施行して CH-P陽性物質を検索すると共K，従来
神経分泌染色に用いられている A-F法， Aldehyd-
Thionin法， PAS反応， Sudanschwarz B法，
N i1blau法等の方法を併用，更に若干の方法を加え
染色分析を行ない，各々の所見を比較検索した結果 
について報告する。
検索方法
検索に際して用いた材料は 12例で，何れも 10%
ホルマリン固定のものであって， 乙の点従来 CH-P
染色K最適といわれている Zenker，Maximow， 
Helly等の固定が行ない得なかったのは残念である
が，比較的新鮮な材料については切出し後再び
Zenker固定を行なった。切出しは下垂体茎を含む 
部位において前額断とした視床下部で，主としてパ
ラフイン切片，一部を凍結切片とした。
おけるホルモンの組織像であろうと一般には解釈さ 施行した染色法の主なものは次の通りである。
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1表〉
症 断 名例件1:脳重| 診
2[S. H.I♀[44[1300[右側頭部脳膜腫 
8[Y.A.[♀[23[1430[左視床部膝芽腫 
9[M. 1.[♀[58! 1270 [右聴神経鞘腫 
10[K.M.1♀[38[1350[頭蓋咽頭腫 
l1[K. Y.[♀[48[1400[左側頭部脳 
A. CH-P法 (Gomori)
1. 脱ノfラフインした切片をクロム明ばんを 3% 
K加えた Bouin液に 2乃至3日間処置後流水洗。 
2. 0.3%過マンガン酸カリ， 0.3%硫酸等量混合
液に 5分。切片は褐色となる。 
3. 3%重亜硫酸ソーダで約 1分間脱色。 
4. 流水洗。 
5. クロムへマトキシリン液， 370Cで 15分間染
色。 
6. 蒸溜水で余分の色素を落とす。 
7. 1%塩酸アルコール中で、調色。 
8. 流水中で色出し。 
9. 0.5%フロキシン水溶液で室温下 5分間染色。 
10. 蒸溜水洗。 
11. 5 %燐タングステン酸に 1分間。 
12. 流水洗 5分間。 
13. 95%アルコールより脱水，透徹，封入。

クロム八マトキシリシ液
 
a)よく熟成した 1%へマトキシリン水溶液。 
b) 3%クロム明ばん。 
c) a) b)等量混合液…・…・.100容
 
5%重クロム酸カリ-…・….2容
 
2.5%硫酸…・ー…………… 2容
調製後 48時間以後， 2週間以内のものを使
用。
B. A-F法 (Gomori) 
C. Aldehyd-Thionin法(佐野)
染色の結果から見れば，一般に CH・P法は A・F
法， Aldehyd-Thionin法よりも劣った。これは画
定の欠陥によるものと思う。従ってこのような場合
にはこれら三つの方法を平行して行ない，相補ない
つつ比較検索する ζとにした。 
D. PAS反応 
Lison Kよれば乙の反応は大部分の多糖類に現わ
れるもので， 1，2ー グリコール基の存在民基づくもの
である。しかしとの反応は多糖類K特有ではなく，
活性基がヒドロキシアミノ酸で現われるような蛋白
質， 1ー ヒドロキシケトン基を含む脂肪体の或る誘導
体(クロモリポイド性色素)などにも行なわれると
し、う。 
E. Metachromasie (大野) 
Lisonのいう見かけ上の染色の一つであり，経験
上酸性粘液多糖類を特異的に染出する。 
F. Sudanschwarz B 5去(Lison)
脂質可溶性色素による染色法の一つで，脂質の一
般染色として用いられる。 
G. Nilblau 5去 (LorrainSmith) 
脂肪体の酸性の性質に基づく反応で，これも脂質
の一般染色として用いられる。 
H. Tetrazonium反応 (Danielli，Pearse) 
フェノール基，インドーJレ基，イミダゾーJレ基に
対す7る反応で，蛋白質の存在が推定される。 Schieb・ 
lerは M i10n反応によって神経分泌物中に蛋白
質が含まれることを証明しているが，本反応は 
Mi10n反応とほぼ同一の意義を有する反応である。 
l. luxol fast blue ・PAS重染色
燐脂質を染出するといわれる luxolfast blue に 
PAS反応を併用したもので，色の対照が美しい。方
法は次の如く行なった。 
1. 1% luxol fast blueの95%アルコール溶液 
100容に 10%氷酷酸5容を加えた液fr.570Cでー 
晩。 
2. 95%アルコールで、余分の色素を除く。 
3. 蒸溜水洗。 
4. 0.05%炭酸リチウム水溶液で短時間分別。 
5. 70%アルコールで、更に分別。 
6. 蒸溜水洗。 
7. 以下 PAS反応を行なう。
神経分泌物の組成については種々論議があるが， 
Hi1d等は燐脂質を含むと主張し，熊本も燐脂質と 
CH-P陽性物質との分布の一致性を認めているので 
本法を施行し，かつ PAS反応を併用して分析のー
助とした。
その他 2~3 の方法を行なったが，次項以下で適
時述べる乙とにし省略する。
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顕微鏡所見
我々の症例のうち，変化の著しい症例数例を選び
出し，その所見を中心として以下概要を述べる。
症例 1 T. S.，合， 48才
CH・P法による切片において，神経分泌頼粒は視
索上核，脳室芳核の神経細胞共に中等度比含まれ， 
その他灰白隆起部には PhloxinK好染する頼粒を 
含む細胞も少数ながら認められる。乙れは恐らく結
節漏斗核の一部と思われるが，視床下部の変形が著
しいのでその位置関係からは判然としなし、。一般に 
'CH陽性の頼粒を含む細胞よりも Phloxin好性頼
粒を含む細胞の方が大型である。核のクロマチンは
，CH陽性lζ，核小体は Phloxin陽性l乙染出されるが， 
Phloxin好性頼粒を含む細胞ではこの核および核
小体はやや不明瞭である。赤色凝縮 (redpyknosis) 
を呈する細胞は殆んど存在せず，僅かに核の一部l乙
赤染の傾向を認める細胞が少数存在するだけであ
る。その他特K視索上核には分泌穎粒が疎で，細胞
体の大きさは正常所見を呈する大型細胞の 2~3倍
花も達する大きな細胞が少数認められる。乙のよう
な細胞は症例 7および 11症例lとおいて多数認めら 
れるので，詳細はその項に譲る(第 1図)。
下垂体茎部には CH陽性頼粒を含む細胞が少数散
在するが，多くは下垂体茎に平行に極度に細長化し
ている。また視床下部から下垂体茎部にかけて，か
なり太い，修細胞核と同大かあるいはそれ以上にも
およぶ太きの線維状の CH陽性物質が認められる。
この線維状物質の中には更に CHK濃染する頼粒状 
♂物質が存在する。そのほかこの近傍には棒状乃至滴
状のコロイド状体或は頼粒体が見出され，その一部
は前述の線維状物から溢出しているかの知き像を示
し，ほかのものは点々と並び集積し神経分担、路にお
けるうつ滞を思わせるものもあるが，そのような関
係の判然としないものも存在する C第2図〉。 乙れ
らの物質の中には Herring小体が存在するかも
知れないが疑問の点、が多いので，一応 ζ 乙では
刈 Herring小体様物質"と名附けて一括する。
つぎにアミロイド小体がCH陽性に染出され，こ
れが屡々他の所見とまぎらわしいことがある。アミ
ロイド小体は灰白隆起部ーに多数存在し，そのほか下
垂体茎部，視索の背側や第E脳室壁にも多数認めら
れる。第E脳室壁のものは脳室壁直下の血管の周辺
に集まっていることが多く，そのほか上衣細胞聞に
存在するもの，穆細胞核と接触しているものなどが 
あるが，神経分泌核領域の血管の周辺には比較的少
ない。大きさは謬細胞核と同程度のものから数倍に
至るものまで種々で，その色調も全体一様に濃染き
れるもの，淡染されるもの，中心部が濃染され周辺部
が淡染されるものなど従来の知見と全く同ーの染色 
結果が得られる。また，アミロイド小体は A-F法，
Aldehyd-Thionin法， PAS法， 更には Heiden-
hainの鉄へマトキシリン法によっても極めて良く
染出されるので，神経分泌物との鑑別には充分注意
した。
CH司P染色ではそのほか謬細胞核や上衣細胞核， 
上衣細胞体，血管壁の弾力線維などが CH陽性に染
出されるが，謬細胞核の一部には核質KPhloxin好
性の傾向を示すものも存在する。 
PAS法による所見では視索上核，脳室芳核共に
赤染する頼粒を中等度比含み，核小体も淡く赤染す
る。前述の Herring小体様物質は PAS反応陽性を
示すものは極めて少なしこの点CH-P染色の結果
と異なる。 
Metachromasieの検索では神経分泌細胞内頼粒
は pH2.5，pH 4.1，pH 7.0のいずれにおいても
Metachromasieを呈さず， Herring小体様物質も
同様である。アミロイド小体は pH2.5においての
み Metachromasieを呈し，この点髄鞘と同様の
態度を示すが，色調の消失までに要する時間はアミ
ロイド小体の方が短かい。 叉 10%クローム酸処理
後の Metachromasieは，アミロイド小体は変化
を受けないが，髄鞘は短時間のうちに消失する。
Nilblau法， Sudanschwarz B法では神経分泌
細胞内頼粒， Herring小体様物質共に陽性に染出さ
れるが，アミロイド小体はこれらの脂肪染色で全く
染め出されて来ない。なお，次に Bakerの酸性へ
マチン法を施行してこれら脂肪染色に陽性な物質が
燐脂質を含む ζとを確かめた。
そこでつぎに luxolfast blue ・PAS重染色を施
行したが，乙の結果分析はより明瞭となった。すな
わら，視床下部の神経分泌細胞は luxolfast blue 
の青色調と PAS反応による赤色調とが混在して認
められるが，赤色調の方がやや優位である。一方下
垂茎部の神経分泌細胞および Herring小体様物質
は共に共染されるが，青色調の方が強い。他方アミ
ロイド小体は luxolfast blueの青色調は認められ
ず PAS反応のみ陽性を示すので， ζれらは鮮やか
な色の対照を示して染め分けられる。
Tetrazonium反応では神経分泌細胞内頼粒，
矢野: 頭蓋内腫蕩症例における視床下部の 第 6号 Chromalaumh益matoxy lin -Phloxin陽性物質の検索 -425ー 
Herring小体様物質共に陽性l乙染め出され，かっ
CH-P染色による所見と略々同様の分布を示すが，
アミロイド小体は陰性である。特にアミロイド小体
は切片全体が赤褐色に染められている中にはっきり
と白く抜けて見られる。
つぎに，過蟻酸 Schiff法を施行したが，所見は
ほぼ Tetrazonium法と同様で，神経分泌細胞内頼
粒， Herring小体様物質共に陽性，アミロイド小体
陰性の結果が得られた。
この症例は閉塞性水頭症を呈し，側脳室，第E脳
室共に強度に拡張し，視床下部は変形し，下垂体茎
部と共に細長く引延ばされたような形になり，肉眼
的にもこの部の変化の最も強し、ことが推定された症
例の一つである(第6図)0
症例 7 K. Y.，♀， 18才
神経分泌頼粒は両神経核共に豊富に含まれ，赤色
凝縮を呈する細胞は殆んど存在しない。最も特徴的
な変化は症例 1で触れた如く，正常の大型細胞の 2 
~3倍にも達する大きな細胞の存在で，主として視 
索上核に認められる。乙の細胞に含まれる CH陽性 
頼粒は疎となり鹿状に散在し，小空胞を多数認める
ものもある。核膜は不明瞭でクロマチンの量も少な 
く，核小体は Phloxinの赤色を充分とらず不鮮明
である。中には細胞の境界も不明瞭で， CH陽性頼粒
が単に疎に散在しているだけと形容されるようなも
のもある。全体として神経分泌細胞が膨化崩壊して
ゆく過程にあるような印象を受ける。乙のような細
胞に Nissl染色を施行すると， Nissl小体は殆んど
完全に消失しているか，あるいは細胞の周辺に僅か
に線状l乙残存している程度で，いわゆる Tigrolyse
の所見を呈する。 この細胞に PAS反応， Sudan-
schwarzB法を施行すると，共に陽性頼粒に乏しく， 
CH-P染色所見と同様疎に散在している。一方脳室
芳核では ζのような細胞はほとんど存在しないが， 
1乃至数個のかなり大きな空胞を有する細胞が多数
認められる(第 5図〉。中にはほとんど空胞で占めら
れるために細胞体の構造を止めていないものもある
が， ζのような細胞でも中に含まれる分泌頼粒はー
般に密に存在する。 Herring小体様物質はかなり多
数認められるが， 下垂体後葉の Herring小体は少 
ない。しかし後葉には全く CH陽性頼粒が存在しな
い訳ではなく，血管腔内に侵入している頼粒が少数
ながら認められる(第 3図)。 アミロイド小体は灰
白隆起部，第 li脳室壁などに極めて多数認められ
本症例は閉塞性水頭症を呈し，下垂体陥凹は拡張 
し，下垂体茎は嚢腫様lζ膨隆し，矢張り肉眼的にも
乙の部の変化が著しい乙との推定される 1例である
(第 7図〉。なお， 18才の若年で極めて多数のアミロ
イド小体を認めたことも稀な症例であるといえる。
症例 9 M.1.，♀， 58才
神経分泌頼粒は一般に両神経核共に豊富に含まれ
ている。最も特徴的な点は赤色凝縮を呈する細胞が
多数認められることで，特に視索上核にあっては ζ
のような細胞が大半を占めている。その程度も，核
の一部が赤染するものから細胞全体が赤色の塊状を
なすものまで種々の段階が認められる。 ζれらの細
胞に PAS反応や SudanschwarzB法を施行する
と特別な変化は認められないが，各々に陽性な頼粒
が極めて豊富である。叉細胞外fとも CH陽性頼粒が
散在し，あるいは集まって塊状をなして存在する。
前述2例に比し Herring小体様物質は下垂体茎部
l乙遥かに少ないが，後葉の Herring小体は豊富で
ある(第4図)0Herring小体は PAS反応， Sudan-
schwarz B法を施行すると，その数はかなり少数
にしか認められなくなり， CH・P法所見と異なる。
luxol fast blue ・PAS重染色では前述の症例と同
じく神経分泌細胞内では PAS反応が優位であるが，
下垂体後葉に向うにつれて luxolfast blueの青色
調が強くなる傾向を示す。しかし分布の面から見る
と，この両者は略々同一部位に共染されてくる。
アミロイド小体は灰白隆起部に非常に多く，我々
の症例中最も多数出現しているものの一つである。
叉第E脳室の側壁Kも可成り多数認められる。
この症例は矢張り閉塞性水頭症を呈しているがそ
、。Lの程度は軽 
症例 11 K. Y.，♀， 48才
本例は症例 7についで Tigrolyseを呈する細胞
を多数認ゆる症例である。その細胞の数は症例 7よ
り少ないが，膨化崩壌の程度は強い。この変化は矢
張り視索上核に多いが，症例 7と異なり空胞化して
いる細胞は少ない。 ζれらの細胞を別とすれば細胞
内分泌頼粒は両核共にかなり豊富で，赤色凝縮を呈
する細胞は殆んど存在しない。下垂体茎部の Her-
ring小体様物質は非常に多く，神経分泌路の途中
での分泌物のうつ滞を思わせる像は最も著明であ
る。
アミロイド小体は少数で，特に第E脳室側壁には
ほとんど出現を見ない。
る。 乙の症例は視床下部および下垂体茎部の変形は比
A F 0  
山
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較的軽度であるが，下垂体茎部はゼラチン様K半透
明となり，かつ脆弱になっている(第8図)。
以上述べたものの他の症例では症例2の脳室芳
核，症例 5の視索上核，脳室芳核iζ 分泌頼粒が多
く，症例 4，症例8の両神経核には分泌頼粒が著し
く少ない。叉赤色凝縮を呈する細胞は症例 2，症例 
6K多い。いずれにせよこれらの症例では機能的変
化を別とすれば，特徴的と思われる所見は認められ
なかった。
考察
前述の知く C-HP法は Gomoriが Langerhans
島の P細胞のための特殊染色として全く経験的に案
出した乙とにはじまるが， Bargmann fr.よってこ
れが視床下部-下垂体系の神経分泌物の染色に応用
されて以来，神経分泌の明確な組織像が得られるよ
うKなった。-最初この方法は視床下部一下垂体系の
神経分泌物の特異的染色法であるかのように考えら
れていたが， その後弾力線維， 前葉の好塩基性細 
胞，その他一般の好塩基性要素もかなりの範囲に染
め出される ζとが分り，更には硫酸・過マンガン酸
カリ液処理を行なった切片であれば特に CH染色を
行なわずとも， Methylenblau，Toluidinblau， 
Thionin等の塩基性色素によっても程度の差はあれ
神経分泌物は染色される乙とが判明した。また CH-
P法の発見後，弾力線維のための染色法である A・F
法によっても神経分泌物、は染出される ζとが Gabe
によって認められ，以来 Alcianblau8 GS，Astra-
blau，Resorcinfuchsin司 Krystallviolett，Aldehyd-
Thionin等の色素による諸方法が報告された。こ
れらの方法は一般に CH-P法より選択的で染色形態
の誇張を起とすことが少なく，細胞核その他の一般
的な塩基性成分が共染されて来ない。いずれにせよ
乙れらの方法によるほか，神経分泌物は組織化学的
に蛋白質，脂質および多糖類に対する種々の反応に
よって陽性に染め出されるととろから， Schiebler 
(1951; 1952)は Glyco・Lipo-Protein複合体である
とし， Hi1dゃ Zetler:(1951，1952)は CH陽性に染
出される物質はホルモンの担体であり，恐らくは燐 
脂質を含み，ホルモン活性物質自体は CH陰性であ
ろうと述べている。一方 Sloper (1955)は神経分
泌物は CystinK富んだ Polypeptidであり，かつ
後葉ホルモン自体であろうと主張して以来この問題
は種々論ぜられているが，北嶋 (1959)は櫨紙電気
泳動法を用いた結果， CH-Pおよび A-F陽性分劃は
二つの分劃に分れるが，共に共通の分劃上に証明さ
れ，乙の分劃は PAS陽性分劃ゃ SudanschwarzB 
陽性分劃と一致しないと乙ろから， CH-Pゃ A-F陽
性物質は多糖類も脂質も含まない乙とを明らかに
し，かつ CH-P陽性分劃にホルモン活性が存在する
ことを証明している。
我々の症例においてアミロイド小体が CH，A-F， 
Aldehyd・Thionin法の何れにも極めて濃く染出さ
れるととを認めたが，乙の事実は乙れら諸方法の染
色分析上の一助となるものと考える。 Strumerは，
アミロイド小体は Sphingomyelinと Phrenosin
を主要成分として含み， N i1blau fζ陽性に染出され
るというが，私の検索した範囲ではアミロイド小体
は Ni1blauKも，また SudanschwarzB Kも可染
性を示さず， Sudanschwarz B K染出されないと
いう結果は石井(1958)の検索結果と一致する。更
に石井はアミロイド小体には蛋白質が含まれないと
いうが，我々の場合にも Tetrazonium，過蟻酸
Schiff法共にアミロイド小体は陰性であるのを認め
た。すなわちアミロイド小体は蛋白質を含むという
積極的証明はなされ得ず，少なくとも Cystinは含
まれていない。従って CH染色は燐脂質にも Cystin
にも特異的とは言い得ない。
しかしそれ故に CH-P法は燐脂質も Cystinも染
め出さないという ζ とにはならな ~'o この点に関し
ては各染色法による分布の差異を調べたが，特lζ 
CH陽性物質を多数認める症例について考察するの
が妥当である。その結果前項に述べた如く， CH所
見と過蟻酸 Schi在所見では分布はかなり一致する
が， PAS，Sudanschwarz B所見とは一致しない。
乙の事は熊本 (1957)が下垂体後葉では CH陽性頼
粒の分布にくらべ燐脂質の存在はやや少ないと述べ
ているととと一致する。従って CH陽性が Cystin
を反映していることは推定し得るが，燐脂質につい
ては否定的である。一方燐脂質と多糖類の分布はほ
ぼ一致して認められるが，下垂体茎部および下垂体 
後葉では PAS反応の方が弱い。従って各々単独の
染色では分布が一致しないように見えるが， luxol 
fast blue . PAS重染色を施行するとかなりの一致
性が認められる ζ とが分る。
石井はアミロイド小体は酸性粘液多糖類であると
いうが， Metachromasieの検索結果から恐らくは
硫酸性粘液多糖類であろうと思われる。同じく粘液
多糖類を染出する弾力線維のための諸染色法がまた
神経分泌物を染出するという事実は乙の間の染色機
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序l乙何らかの関係があることが維定される。なお， る。
神経分泌細胞中 K認められる PAS陽性頼粒は 神経分泌細胞にはまた核の赤色凝縮と時ばれる形 
Metachromasie，10%クロム酸処理後の Meta- 態が見出される。擾並によれば，乙れは核全体が著 
chromasie共に陰性であるため，粘液多糖類とし しく好酸性の均質無構造の塊状物に変化したものを
てCH染色花関与する乙とはあり得ない。 指し，その本態については，分泌活動充進の過程に
つぎに神経分泌細胞の変化を考察するに，乙の際 おいて一過性に現われるとみるもの，退行変性の標
分泌活動の状態相によって神経分泌細胞の形態的変 示とみるもの等があり，未だ明らかで、ない。我々の
化が著しいことに注意しなければならない。従来神 症例では，症例 9において最も多数認められ，症例
経分泌細胞はその大きさから二種類に分類されてい 2，症例 6においてやや多く認められる。これらの症
るが，佐野等はこれが分泌相K関連するのではない 例の場合， Tigrolyseを呈する細胞は認められず，
かとの想定のもとに，細胞の大きさを基準として分 一般に分泌活動は充進しており，かつ細胞外にも
泌物量， Nissl物質，神経原線維の状態を考察し，小 CH陽性物質を認めるものもある。一方，前述の
型の細胞では分泌物は殆んど含まれず， Nissl物質 Tigrolyseを呈する細胞を有する 3症例では，赤色
はほとんどないかまたは塊状のものを含み，原線維 凝縮を呈する細胞は殆んど全く存在せず，従つて
はかなり明瞭な網状構造を呈しているが，細胞が大 Tigrolyseを経て崩壊に至る変性過程に赤色凝縮は
きさを増すにつれてそれに平行して分泌物量は増加 関連がないといえる。
し，突起への進入が明らかとなり，一方 Nissl物質 CH陽性物質として，つぎに Herring小体の聞
は分散して塵壊状となり，細胞体における原線維の 題を取り上げて考察してみたい。 Herring小体は神
証明は困難になることを認めている。この点を基準 経分泌系の軸索の途中や末端部で大きなコロイド状
にして我々の症例における神経分泌細胞の形態像を ・態を示す独立形態として認められるが， cの本態l乙
考察してみたい。勿論死亡前に受けた影響は各症例 関しては従来 Bargmann のいう n~urofibr i11 äre
それぞれ雑多であり，機能面からこれを考察するの Auftreibungすなわち神経分泌物の局所的集積体と
は不可能である。この点を除外してみると，顕微鏡 みるもの，神経細胞自体の退行変性あるいは全分泌
所見の項で述べた知く症例 1，症例 7，症例 11にお とみるもの，特殊な条件下で変化した神経終末とみる
いて Nissl染色によって Tigrolyseを認めた細胞が もの等種々の見解がある。佐野等はこの点について
問題となる。神経分泌細胞に Nissl染色を施行した 電子顕微鏡的観察を行ない， Herring小体は神経線
場合，その像は多様で正常機能を営む細胞でもしば 維の形質膜に明瞭に包まれ，分泌物の開花は Neuro-
しば Tigrolyseと誤られ易い所見が認められるが， 五lamenteや糸粒体を明らかに認めるところから，
我々の症例で Tigrolyseを呈する細胞は多量に分 これが全分泌によって変性した細胞ではないことを
泌物を含む大型細胞よりもさらに大きく 2~3倍に 明らかにし， 叉神経終末広認められる synaptic
も達し，かつ分泌物に乏しく疎に散在し，多数の小空 vesic1esもないので，特殊な神経終末であるという
胞も認められ，核膜は不明瞭となり，クロマチンの 見方も当を得ず， Herring小体は輸送路の途中に生
量も少なく，核小体も不鮮明である点において分担、 じた分泌物の高度の集積体Iζ他ならないと述べてい
尤進する大型細胞とは明らかに異なり，器質的な変 る。一方 Mullerは頭蓋内圧充進症例の下垂体茎部
化とみてよいと思う。乙のような変化はどの症例に の壊死巣R.Herring小体に似たコロイド物質を認
おいても視索上核に著明で，脳室芳核は余り変化を め， ζれを一種の反応物質であろうと述べ， Bornも
受けていなし、。唯，症例 7の脳室芳核にはかなり大 松果体腫蕩の 1例において同様の所見を認め，再生
きな空胞を有する細胞が多数認められる。このよう 起点、として高まった代謝現象の形態的姿と解し，多
な空胞は神経分泌細胞にあっては正常脳においても 分 Cystin-Cystein複合体が含まれるためにCH陽
時に認められるが，本例のように著明な像は Rabl 性に染出されるのであろうと見ている。我々の症例! 
(1957)が局所的貧血状態にある脳室穿核で認めて においても線維状から滴状の種々の形態を示す CH
いる。しかしこれ程の変化を認めながら，各症例と 可染性の物質が見出され，乙れを Herring小体様物
も明らかにとれK基づくと思われる臨床症状は認め 質として一括して述べて来たが，前述の如く輸送路
られなかった。何れの症例も分泌機能尤進の状態に の通過障害lとより分泌物が著しく集積し，さらに膨
あり，かなりに機能を代償しているものと思われ 化崩壊して神経線維共々染出される過程の考えられ
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るものもあるが，一方乙れらの関係の明らかで、ない
ものもあり， Mul1erや Bornのいう反応物質の出
現をみる可能性も否定出来なL、。いずれtとせよこれ
らの所見は症例 1，症例 7，症例 llK著明で，下垂体 
茎部に障害の強い乙とが推定され，同時K乙れら症
例の神経分泌細胞に Tigrolyseが認められる ζと 
は，乙の両者の間iと何らかの関連があることが想定
される。すなわち頭蓋内圧充進により下垂体茎部に
おいて神経線維が障害され，その支配細胞である神
経分泌細胞に二次的l乙変性をひき起こしたものと考 
えら i九る。
最後にアミロイド小体のことに触れてみたい。乙
れがCH陽性であり，硫酸性粘液多糖類と推定され
るζ とは既述した。その本態は種々論ぜられている
が，今日に至るも未だ結論がつかない状態である。
しかし一般には生理的な過程における神経成分の崩
壊産物であると解され，また，ある年令以上K達した
脳脊髄組織に出現するとの見解は異論のないところ
で， Redlich は30代の終りから， Kawataは20代
の終りから出現すると述べ，その局在性についても 
詳細に報告されている。我々の症例では症例7，胞
才がアミロイド小体を見出した最低年令で、あり，そ
の他症例4，22才，症例8，23才をはじめそれ以上
の年令のすべての症例に出現している。このように
出現年令が低いことのほか， Kawataが比較的出現
しにくいと述べている第E脳室側壁Kも症例 1，症
例 6，症例7，症倒9において多数認められ，これら
の症例がすべて閉塞性水頭症を呈する ζとは興味深
い。 Kawataはアミロイド小体の局在性と Farb-
stoffmeningi tisの局在性の一致するところから，
アミロイド小体は髄液のうつ滞する部位の謬質組織 
l乙一定の液化した物質が折出したものであろうと推
論しているが，我々の症例で認められた上記の所見
は Kawataの見解によく適合する。しかし症例 5， 
9才， 症例 12，4才には全くアミロイド小体を見出
し得なかったことから， Strumerのいうように年
令がアミロイド小体の決定的因子であると思われ
る。
結論 
12例の頭蓋内腫湯症例の視床下部切片 iζCH-P
そのほかの染色を施行し，つぎのような結果を得た。 
(1) 3症例において主として視索上核の神経分
泌細胞に変性を認めた。変性の主体は Tigrolyse
であり， ζれらの変化は頭蓋内に空間を要求する過
程が下垂体茎部の圧迫障害を来たし，この部を通過
する神経線維の支配細胞である上記神経核に変性を
ひき起乙したものと考えられる。
(2) 乙のような変性過程と赤色凝縮との聞には
全く関連性が認められない。
(3) 下垂体茎部の障害により，この部の輸送路
に神経分泌物の高度のうつ滞集積を来たし，更に膨
化崩壊し神経線維の残存部と共KCHi乙染出されて
いる像が認められる。
(4) 乙れらの変化にもかかわらず，明らかにこ
れに基づくと思われる臨床症状は認められなかっ
た。 
(5) アミロイド小体は CH陽性K染出され，こ
れを染色分析した結果， CH・P法は神経分泌物に特
異的な反応とはいえず，神経分泌物は染色機序の上
で硫酸性粘液多糖類と共通のものがあると推定され
る。なお，多糖類及び燐脂質を含む頼粒は分布の面
では共通するが，染色性の程度は部位により一致し
ないことを認めた。
(6) 頭蓋内腫蕩症例では一般にアミロイド小体
の出現頻度が高く，特に閉塞性水頭症の第E脳室壁
に多数出現している。
欄筆するに当り，御指導と御校閣の労を賜わ
った，恩師松本教授に心から御礼申上げます。
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430- 矢野論文附図 第37巻
第 1図 視索上核の神経分泌細胞，分泌頼粒が疎
に散在している大型の変型細胞が 2個認
められる。 このような変化は症例 1，7， 
11に認められる。 (CH-P法)
第 2図 神経分泌路の途中での分泌物の高度のう
つ滞を思わせる像。この像も上記 3症例
に一様に認められる。 (CH-P法〉
第 3図 前記3症例の下垂体後葉には Herring
小体が少ない。 (CH-P法〉
第 4図 症例 9の下垂体後葉。 Herring小体を多
数認める。 (CH-P法〉
第 5図 症例 7の脳室芳核の神経分泌細胞，大ま
な空胞が認められる。 (CH-P法)
第 6図 症例 1の大脳前額断面。
第 7図 症例 7の大脳前額断面。 第 8図 症例 11の大脳前額断面。左側頭部の変形
している部位に巨大な脳膜腫があった。
